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アール ・デコの陶芸における工芸とデザインの問題
佐野敬彦
アール ・デコは工芸 とデザインの両面 に
またがってお り,こ の二つの間の問題,あ
るいはアー トとの関連 といった問題 を考 え
る上で興味ある対象である。今 回はそのう
ちから陶芸を取 り上 げて分析 した。
まず1920年代,30年代の陶芸全般 をみると,
二つのジャンルに分 けられる。(1)陶芸作家
の作品,(2)画家 ・彫刻家 などの作品,(3)量
産,あ るいは少数シリーズの工場規模の製
品であ る。 この うち,陶 芸家の場合で は
バーナー ド・リーチ,フ ランスの ドゥケー
ルやルノーブルなどに見 られるように日本
の民芸に啓発 されるところが大 きく,時代
の精神を把握 しているとはいいがたい。ま
た,美 術家たちはこの時代では手す さび と
いったもので,土 と格闘 しているわけでは
な く,これ も除外 される。 したがって(3)の
大小の陶磁器工場の ものが分析の対象とな
るのだが,こ のなかでも,大 工場のものは
18世紀,19世紀の伝統的なデザイ ンをまも
ることが多 く,冒 険になかなか踏みこめな
かった。むしろ,小 工場の製品や大工場で
も主力でない,実 験的なものに時代の造形
精神をもったす ぐれた作品がみられたので
あった。
それを,イ ギリス,フ ランス,イ タリア,
アメリカ,ロ シア,ド イッの陶芸の順に分
析 したが,残 念 ながらその詳細(そ れが発
表の重要な点であるが)は 紙数の都合から
割愛するとして,結 論的に述べ たことは次
の ようなものである。
アール ・デ コの陶芸の生 き生 きした創造
性 は工業的な生産プロセスと工芸的な手づ
くりと斬新なデザインの総合のうえに成立
していることである。陶磁器の器胎 は例外
はある ものの,中 心 となったのは石膏型 を
用いた 厂型おこし」あるいは 「型なが し」
(鋳込み)と いうもので,機 械的な量産,
つま り工業的であった。一方,絵 付 けは手
による ものが圧倒 的に多 く,こ れは手工的
であ る。量産方式の転写法ではない。 この
や りかたの代表的なものはイギリスの クラ
リス ・クリフやスージー ・パーカー,イ タ
リアのジオ ・ポンティ,ア メリカで売 られ
た 日本のノリタケ製のアール ・デ コの磁器
製品,ロ シアの革命前後の陶磁 などである。
また,手 描 きではないが,ス プレーを用い
た手法があった。 これはコンプレッサ ーに
よるスプレーで絵付 けするもので,型 紙を.
あてて形 をとる,い わば 「吹 き墨」の手法
である。その型は片側に用いて他方にはあ
てずにスプレー して片ぼか しにす ることが
おおいもので,抽 象文様を幻想的に表 した
ものが,ド イ ツのブ ンツラウ(今 日では
ポーラン ド領)を はじめ ドイッ各地でおこ
なわれて傑作 をつ くった。 これも手で行な
うもので,一 点一点少 しつつちが うものだ
から手工品といえる。工業 と工芸の協力し
あったものであった。そこか ら出て くる暖
か味,お もしろさがアール ・デコの陶芸美
をつ くっている要因の一つである。
そのデザインをみると,そ こには二つの
傾向がみられる。具象的な ものを単純化,
装飾化 した ものと,も う一つ,幾 何学的な
72
抽象文様がある。前者 はクラリス ・クリフ
やジオ ・ポ ンテ ィやノリタケ製アール ・デ
コが典型的で,奔 放,奇 想,洒 落,幻 想に
富んだ近代装飾派 とでい うべ きものである。
私はこれを前期 アール ・デコ文様 と呼 びた
い。抽象文様 はロシアのカンディンスキー
やスエティン,フ ランスのラルマン,ま た
スージー ・パーカー,ド イッのスプレー技
法の ものなどモ ダン ・デザ インにむかった
ものなどで,ロ シアを除 くと1920年代末か
ら30年代初めにかけて多いので,後 期 アー
ル ・デコ文様と呼ぶ ことがで きる。近代的
な清澄で気品のあるものが少な くない。
工業デザ イン的なものと工芸的なものと
が融 合 してい るところにアール ・デ コが
あったわけだが,そ れはボス トモダン.にお
いて,工 業 と工芸の総合 をめざしたことの
なかに再びあらわれて きた もので もあ った。
ポ1ト モダンがデザインに江 芸の もつ
ファジーな感覚生かそ うとした ときに装飾
の復権がなされたのだった。ポス ト・ポス
トモ ダンの今 日,な お 日常用の工業製品,
特 にテーブル ウェアー などには工芸 的な
ファジー性 を考 える必要があるかもしれな
い。 アール ・デコの陶芸はアー トではなく,
実用品であ り,決 して高価 な ものではな
かった。それでこそ時代の造形感覚をもっ
とも素直 に表現 していたこと,工 業 と工芸
の融合 した人間のための造形をつ くりだし
ていたこ とを忘れることはで きない。
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